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   ・「手書き」を選択したということから生じる価値や効果 

































  ・線（太さ、色、濃さ、テクスチャのようなもの ※にじみ・かすれ） 
  ・字形（点画の長さ、方向、間隔、曲直、接し方、交わり方、部分の組み立て、一字の概形など） 
・配列（書字方向、文字の大小、字間・行間、行のゆれ、字配り、紙面全体の配置など） 


































 ・文章  ：「来週の土曜日に大学祭の打ち上げをします。都合が良かったら、ぜひ参加してください。」 
          ※「☆」や「！！」などの記号や絵などを書き加えないよう指示。 
 ・相手（統一） ：「自分と同世代の人」に向けたものということを指示 
 ・用紙・書式等 ：A4の中質紙。10cm×10cmの枠。罫線等はなく、書字方向や改行位置の指示は行わない。 
 ・筆記具 ：HBの鉛筆（実験1）・0.5mmのシャープペンシル（実験2） 
 ・被験者 ：大学生 男女 18～23歳 
 ・調査時期 ：2009 年11月～2010年1月（実験1）、 2010年12月～2011年1月（実験2） 
 その他、意図して変化させた条件等については、以下の章で述べることとする。 
 





















図 1 実験の構造（概念図） 
 
図 2 文書を書く相手についての４条件 
『書写書道教育研究』第27号（押木・渡邊・髙田・伊藤） p.43 
ずしも単純には考えられない回答も得られた。 






















 人の性質についての評価項目…書字者の性格・気質が伝わるのか  
 外向性（明るい／暗い）  
 調和性（謙虚／傲慢）  
 誠実性（誠実／不誠実） 
前述の評価用サンプルと、上記の評価項目を組み合わせて、図 3に示すような評価用紙を作成した。 
4-4 調査結果と考察 1：相手別の平均値から 

















図 3 評価用紙の例 































な・同性」  0.7 （やや好き-）と、0.5の差がみられたのに対し、「嫌いな・異性」-0.2 （どちらとも-）と「嫌















表 3 実験１ 筆記被験者の回答と評価被験者の回答との相関 
















































図 4 評価被験者の性別による差と具体例 












































分で計 20 サンプルとなる。この 20
サンプルを評価用サンプルとした。  















































表 5 実験 2 条件別の平均値 
 
『書写書道教育研究』第27号（押木・渡邊・髙田・伊藤） p.48 














































図 6 実験２：具体例 1（サンプル 4） 
表 7 実験 2 評価項目間の相関 
 
表 6 実験 2 配列の効果 
 
＜好き・嫌い＞         ＜温かい・冷たい＞ 
   整斉 非整斉            整斉 非整斉 
「こめた」  1.31  -0.01       「こめた」  1.21    0.01 
    差： 0.35   0.63           差： 0.21    0.80 
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図 7 実験２：具体例 2（サンプル 5） 
